












Ⅰ はじめに 

 ダウン症児に聴覚障害が高頻度に出現するということが 1960年以降の欧米を中心とした

研究から明らかにされている。その出現率は約40～70%で研究者間でかなり異なるが,いず

れにしてもこの数字は高率であることを示している。また,障害の種類については感音性難

聴も少なくないが伝音性難聴が多いこと,障害の程度は軽度ないし中等度のものが多いこ

となどが明らかになっている。 

  わが国においては,近年ダウン症児に対する療育が積極的になされるようになってきた

が,聴覚障害の問題についての詳細な研究は殆どなされておらず,一般に療育および教育に

あたっている関係者の関心は高くないと思われる。例えば,ダウン症児に聴覚障害が多いと

いう報告に対して,それはダウン症児が知恵遅れがあるために聴力検査の上で域値が上昇

しているのだろうと解釈している例もみられる。このようにダウン症児にみられる聴覚障

害が注意力の欠如や知恵遅れに帰因させられているばあいが多い。また,一般に知恵遅れの

子どもを対象とした聴力検査に対する信頼性の低さが存在するように思われる。 

 そこで今回は,一方ではできるだけ正確な自覚的聴力検査を実施するように信頼度をあ

げる努力を行ない,加えて電気生理学的方法による他覚的聴力検査も行ない,ダウン症児の

聴覚障害の実態を検討した。 


